
狭山市文化財調査報告町

狭山 市関係歴史略年表

1 973  

狭山市教育委員会





ま え カf き

この「狭山市関係歴史l唱年表」は、狭山の歴史を調べたり考えたりする上で

の参考資料として発行するものです。

郷土の歴史を研究し、各時代に生きた人々の息吹を現代に蘇えらぜることは、

とりもなおさず、現代に 生きる私たちの生き様を考える糧となるものでしょう。

しかし 、 この私たちの郷土・狭山市の歴史はまだまだつぶさ Kは解明されてい

ませんし 、私たちの確かな共通財産としては 『入間川町誌 J(昭和 30年発行

絶版)と『郷土誌ほりかね J(昭和 46年発行)の二著と若干 の文化財関係報

告書があるのみです。狭山市の歴史を研究しまとめる課題は、あげて後日を期

す以外ありません。そのため、 この「年表Jがさ Lやかな捨石となれば、本小

冊子の所期の目的は十分達成されたと 言えましょう。

この「年表」は、文化財調査委員の方々の協力を得て教育委員会社会教育課

の手でまとめたものです。各事項が十分な検討を加えられている訳ではありま

ぜんから、誤りや脱落もあるかと忠われます。しかし、この「年表Jをタタキ

台として今後より正確で豊富な年表が出来ればと思い、 不十分ながらもあえて

刊行するものです。

また、一つ一 つ名をあげませんが、参考にさせていただいた文献の関係者の

方々 Kこの場を借りて感謝いたします。

昭和 48年 10月

狭山 市 教育委員会社会教育課
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全県 ・全 国 的事項
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|・日本主拘束征 107 

3世紀初JめO 倭匡i女王卑弥呼を共立

391 0百済 ・新濯を征服する

-入間川両岸台地ょに古|員苦手あり

7 ) 538(欽明。仏教、百済より伝わる

562(欽明 23 ) O任郊の日本府ほろぷ

1 ) 593 (堆古。虫倍、太子摂政となる

2 ) 630( e:r号1]。遣唐使開始
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5 ) 

3 ) 

701 (大宝

宝

雲

銅

鋼

大

慶

和

和

/も、

/
t

、

f

L

/

t
、

3

8

0

2

 

0

0

1

1

 

7

7

7

7

 

o ~k:宝律令成る

。秩父 よ り~iJ銅を献上

5 ) 

O駿河等 7国の高魔人 17 9 9人を武蔵K2 ) 716(霊亀

選 し、 はじめて高麗郡を置く〔続紀〕
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o _if-:rIA.京選者日

1-) i同記」を撰上
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17…平3) 

O大仏関限 1749(天平感宝 1) 

。武蔵dから防人出発 1755(天平日券宝 7) 

o r日本書記Jなる

。帰化人新経人など 74 ! 758(天平宝字 2) 

人を武殺に移して新催者11

を置く

O平安京選者15

o r続日本紀」完成

.征夷大将軍坂上田村艇は

比企郡履江峠陀軍兵を駐
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O武蔵国分寺桂立、比企亀井 ・入間小谷出

などで国分寺ー瓦を焼く〔統紀〕

ア68(ネ神l申F護景玄 2) I 0正六位上勲玄五e等物部直広成等 6人に入間

| ! ?宿台前抑草

769(村神1護景雲 3) I 作O入間若新都l日;の人大伴奇剖部l日i直赤男が西大寺i'l:て財物

を施入〔続紀〕

788(延暦 7) ! 0広成を征姉崎日ずる〔続紀〕

794(延暦 13)

797(延暦 16 ) 

804(延盾 23 ) 

806(大銅 1 ) 

807(大島n 2) 

83.3(天長 10 ) 

838(承和

Q承和の変 !842(承和 9 ) 

850(嘉承 3 ) 

O良房、j役立女となる 8 58(天安 2 ) 

-武蔵国に検非違使を置く 8 61C点観 3 ) 

しι
-3-

O この頃白髭神社各地に建てられる

O三芳野天神このころ造られる

• i'竜音山治山寺 (笹井観音堂 )こ の領主主立

されたか〔新記〕

O多磨()李 )・入i湖南郡界に悲回処をi宣く

〔続後紀〕

l-一一己〕
・広瀬神社、官幣社代子Ijす〔文徳実録〕



| 全 県・全国的事項 西暦年号 現狭山市域・入問地区事項

0遣唐使廃止 894(寛平 6 ) 

-この頃の住居跡l亡今宿遺跡あり

O延菩式を撰上する 927(延長 5 ) 

。藤原秀郷 ・平貞盛等、平将 939(天慶 2 ) 

門の苦しを鎮める

O藤原純友の百L

(天暦年間 ) -佐平治なるもの入間川のi有岸に沿い荒地

を聞き居を定むと L、う 記録あり

〔村諮考 ・郡誌〕

1000(長保 2 ) -枕草子「堀兼の井Jとりあげらる

1006(冠弘 3 ) -大鷲(奥富 )白霊長神社倉fj建(亀井神社由

緒記〕

O 藤原道長が様政lて就任 101 6 (長和 5 ) 

O 白河上皇カ~完政を開始 1086 (応徳 3 ) 

I 0源義家武蔵国司となる 1 108 (天仁

O天皇、平清盛 ・源義朝等に 1 1 56  (保元 1 ) 

命じて白河殿を襲!濯する

(保元の言L)

1159(平治 1 ) 

1 160 (永暦 1 ) Oこの頃川越地方に荘園が河越氏に よって

開かれる

O平清盛を太政大臣vcf壬ずる 1167(仁安 2 ) 

O情感、法皇の院政を停止し 1 179 (治承 3 ) 

鳥羽殿Uて幽閉する

I 0木曽義仲、信設に挙兵 1 180(治承 4 ) O畠山重忠 ・熊谷直実 ・河越重頼 ・毛呂季

O諸国に守護地頭を設置 光 ・金子家忠 ・比企能員など源氏K力日勢

し戦功
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O壇の浦の戦、平氏が敗滅

O源頼草月一鎌倉本府を聞く

O公暁、鶴岡八幡宮で実朝

を殺害。北条義時等公i現

を殺害する

O承久の変

O貞永式目制定

O家百兵来襲 (文えKの役 )

0院政停止、天皇親政

O幕府、後醍酌l天皇を隠岐

に配流

O新田義貞上野K挙兵 し鎌

倉を陥す。北条氏 ・鎌倉

幕府滅亡

0主主武中興

し一一一ー

1 1 84 (寿永 3T1・入間川は既にr!fs~.併なし山田郷三芳野

塁という〔村譜;1;.君li誌〕。現市域ば

1185(元j答 1) 

山田郷と広瀬郷

・清水冠者(木fおおミ )入間川にて堀藤

次親家の為K誌される〔吾妻鏡〕

O河越重額女、義経に嫁するため上京す

る〔吾安説〕

1189(文治 5) 1.畠山重忠の従制柏j京太郎なる者あり

〔新記〕

1192(建久 3 ) 

1 1 93 (建久 4) 10頼朝、入間野にて追烏狩を行う

〔吾妻鏡、郡誌 〕

1 219 (建保 6 ) 

1 221 (承久 3 ) 

1232 (貞氷 1 ) 

1 274 (文氷 11)

1 301 (正安 3) 10喜多院関東天台宗の本山とし て勅許あり

1 321 (元亨 1 ) 

正~ 1， I A ~ ， ~~_ 
1 832 (元主 ~) I・金奇十郎記忠の子孫金子国重が三ツ木

を開拓か〔ほり 〕

作閉 2 ， 
1333 C元設 ;) I・鎌倉勢と新田勢、小手指原で合戦する

1334(建武 1 ) 

-5-

勝敗決せず義貞は入間川に布陣する O

また 「義貞、塀金をさ して引退く」 と

あり〔太平記 〕
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11 352C勧53 |! 正 ヴ) I・京良平王 ・新思表宗主字、尊氏と小手指!

原 ・入!詰j河原 ・高胤原に戦い放る〔ヌミ
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l 113W主

! 1358、正平 13 1358(廷文 3) 

-)正V 4、
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r ~ ~...:J 、 正平 1 8 1 

平記〕

。足利基氏、鎌倉を出て入間川に布陣 、

入l出jli殺 と号す〔総合九代後記 〕
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寄進する〔武州文書〕
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-加佐志とのころ開拓か〔由緒言ー之事〕

。徳、政 -J実

1426(応永 33 ) I・梅宮神社の日口Kr武州入東部央留郷」

とあり

1428(正長 1 ) I・慈眼寺創立〔新記〕

O近江馬借ー授 1433(永亨 5 ) 

1438(永亨 10) I・上杉憲美 ・足矛IJtヰ氏を入f河川に破り 、

上杉氏が関東管領の実権を握る〔鎌倉

管領九代記〕

1440(永亨 12) I。上杉清方、長尾景仲を入間川K遣わし

春王 ・安王を討つ〔鋭倉九代後記〕

。上杉持朝家臣太田道i住江 I 1457(康正 3 ) 

戸城 ・川越械を築く

L_ 

1 )ド太田道真宗祇畑一連歌 !

会を開く (j可越干勾

O応仁の古L勃発 1 467 (文正 2 ) 

1469(文明

一7ー



全県・全国的事 項 西暦年 号 現狭山市域 .入問地区事項

。山城国一段 1485(文明 7) 

1486(文明 18) I聖護ー后吋一在

この時笹井白嶺神社を再建〔入間神社

史〕

O加賀の一向一挟起る 1488(長享 2 ) 

1495(明応 4 ) O足利政氏、武蔵高，舎に芳i等〔和渓合図 〕

1496 (明応 5 ) -上杉顕定、政氏を奉じ武蔵柏原K陣 し

て上杉朝良を討つ ー伯原合戦〔和漢合

図 〕

1498(明応 7 ) -明光寺保J山明光寂〔新記〕

1505(永正 2 ) -長栄寺閉山法印宥重没す〔町誌〕

1 533 (天文 2 ) . .;:恋林寺阿山の一樹存松波〔同寺文書〕

開基は小沢主税

1537(天文 6 ) -北条氏綱三ツ木にi津す〔北条九代後記〕

川越城北条氏のものとなる

O鉄砲伝来 1543(天文 12 ) 。上杉城 〔城山砦 )VLて北条氏康と夜戦

あり〔北条九代後記 〕

1545(天文 14 ) 。土杉員憲政 ・朝定は柏原に押しょせ川越

城の北条あ匂Z誌を攻めた〔新記〕

1546(天文 15 ) O氏j奈8千余騎を卒し武ナH入間川の辺砂

窪(ζ 出張〔関八州〕川越城を包囲 して

いた上杉紛定を攻めて松山城も陥すー

川越夜戦

Oフランシスコザピエノレ鹿 1549(天文 18 ) 

児島上陸

-8ー



O綾田信長、今Jil正元を梢 11560(永I政 3) 1 0 尊栄下奥富広福寺側山〔新記〕

狭間jに討破る

。長尾新関東管領となる 11 561 (永秘 4) i 0 問中の百姓強制;憐を鉢形北条より命

じられる〔平本氏村史〕

1563(州 5) I・岩槻城主太田資正、牛村助十郎に命じ

入間川の堤防を築かせる〔牛村文書〕

O武田信玄、北条氏摂ら松山城をおとす

1564(永椋 7) I・北条氏政、臨時に入間川の諸役を免除

する C:崎史〕

C織田信長、足利義昭を擁 I 1 568 (永級 11)

し入京する ・この頃及兵革絶なる時なく冠戦之術と

O信長延謄寺を焼く 1 1 571 (元亀 2 ) 

O 信長義昭を追放、室町幕 11 573 (元亀 4 ) 

府級亡

O上杉完室長昼、北条氏vz:i濠り 11 575(天正 3 ) 

北条氏の輯権確立

O信If;l;と家康、武問j捗頼を

長?長V亡破る

O安土城へ信長移屈する 11576(天正 4 ) 

O本龍寺の変 11 582 (天正 10)

O秀吉、柴国勝家を践ケ獄 11583(7(正 11 ) 

klii支る

相成 り兵火の為枠制仏字焼失〔八幡神

社正徳二年寄:上げ〕

1 584 (天iE1 2) 1・望護院道程、武蔵、佐々井の観音堂入来

都宮寺の年中行事職を安堵する〔保体

文書〕

O衆落第完成

O秀吉、刀狩

1587(末正 15 ) 

1588(天正 15) 1・北灸氏f胃、、篠井家の観音堂、杉本坊等

の山伏K命じ箪役に就かせる〔篠井文

書〕

O天海、Ji!越:喜多院K入る〔天正日記〕

一」
-9-



全県。全国 的事項

O小口JXbl北条氏滅亡

。家康江戸へ入り、県内要

地K重臣を封ずる

西暦年号

11590c天王 18)

1 591 (天正 19)

一入ーコ
O前回矛lj家、ノト手指村北野神社柴原伊賀

守I[ぷL州干中戦司を安堵し天下安全の祈

| 計 一 〔 向11文書〕

. ~.~短郡柏原村白 5討中社に同所鋳物的神

田宮内が十一面観音f制ムを奉納する

〔新記〕

-柏原などで検地あり〔新記〕

・径二井観音堂 10石、?長岸明光寺5石の

うiミ印を賜る〔新fl[3J 

1594(文l隊 3) I。天界寺f;}GUJ、天海峰主主による。開創は

小笠原太郎左街門安勝([ffJ寺文書〕

-この頃桁E1庄左ヱ門入rkj川にきて事業

をおこ寸〔品7誌〕

1597(慶長 2) I・入時制緩社10石の朱印を賜る〔析記〕

C河ク初戦で東軍が大勝 11600C慶長 5) 1.綿民家先担、天純真)討死す〔慕石〕

。刻表は征夷大将軍となり

江戸*ff;府を向く

ーとの!索、小野主計しばらく入間)11 i'C住

t-C新記 J

1601 (慶長 6) I 0家康は忍 ・JlI越辺氏放隠する〔当代記〕

1602 (慶長 7) I 0高度郡大谷沢の検地〔金井家文書〕

。代官局地を割き小H'f真次郎 100石毛ど領

す〔村誌〕

1603(慶長 8) I 0幕府は関東郷中氏高ネしを建て代官 ・領

主百姓などの分限を定める〔令条秘録

1 ) 

1606(慶長 11) I 0高制上直竹村の八王子石灰が江戸城

修築の御用石灰となる〔県史 5) 

1609C慶長 14) 1.入西部越生の吋の先耕笹井の

観音堂及び深谷の大泊:J}jの年中行事職

を京都聖議院より従来通り安J者される o

又径外簡音堂と大i家の十玉坊が争論

〔桜井家文書)

-10-



C幕府はキ i}スト教を禁ず 円五1 3(慶長 18)

11614(献 19) I・上央富市t判附広削〔新記〕

O大阪夏の降、盛臣氏!被亡 11615(慶長 20 ) 

O 武以話法度制定

O島原の乱

O鎖国

O慶安の御触書

1625(寛永 2 )10家光は老中i筒井忠勝(冴洋子市主 )~亡命

じ川越三芳!行神社々般を造営

1 627  (寛永 4) I・村越清次郎 200石、杉浦内政允m 石

| 采邑となる〔村誌〕

1 633 (寛永 10) I 0尾張候はじめて所沢 ・野老沢(て胤狩

〔所沢市史〕

1637 (寛永 14) い このころ柏原の農民五郎兵衛、柏原新

回を開拓か〔新記〕

1638(克永 15) 10JII越城下附火、喜多院 ・東照宮械

等合主t{1坑(大協t院実紀〕

11639(臥 16) I・所沢 市 奈 川JIIより3人叩える

〔所沢文認〕

・この頃笹井i雑子、信綱の上覧を賜る

1 6 42 O:r 7k 1 9) 1'0'高島首都宅寅 (入間市)の偏主中山備前

守信吉没す〔寛永家詩〕

1649(鹿安 2) I・八幡宮牛頭天王成円寺計10石、慈眼寺

10石の朱印を賜 う〔町誌 .ffr記〕

1650(鹿安 3 ) 

-11ー

O入間郡の川越領以外の 29ケ村が川越

領の株場早Jvc野銭を納め所属領域を定

| める〔航 5) 

・伊豆守、貢米完治iの記念として央留を

央富'と改称〔梅宮由緒記 2) 

。J1 1越城主信れ，~， 堀兼神社 ( 浅間社)を

再建〔同社伝〕

(制時富一一衛|
に堀米地方 9ケ村開拓の割元を申付け 1

る〔ほり



O 党文の検地

c生源憐みの令出る

現狭山市域 ・入問地区事項

1 651 肢安 4 ) e 天主与寺15石の朱印を賜う〔町誌〕

1652C承応 1 ) -松平伊豆守赤115川を拓く〔邸誌〕

1 653 C承;;t， 2 ) O 信州は領内の新j皇制野火止の土地を開

拓させる〔複本弥左衛門覚書〕

1663 (寛文 3) I。一文…抗より岩槻平

林寺金野火止にうっす〔新記〕

1664 (党文 4 )卜)11越叫河岸嗣設〔遠藤家文書〕新

河岸川舟返本格化

1 665 (寛文 5 )1 ・中 イω主 lて!ih~~í~j限E がしかれ、 狭山の地

からもかり出される〔 町託、 〕

1668 (寛文 8 ) 

1680(延宝 8 ) 0)11越城主松平信鮮は芳野村氏おいて月IJ

に直通のi可道を詞さく し入間川を荒川
. 

十て流す(J慕史 5) 

1 681 (元和 け |桝枠制蜘蛾修理〔…〕

1682 (元理日 2 ) ・江戸大火に際し秩父 ・比企・入閣から

西川材逆ばる〔県史 5)入間川に筏宿

あり

1687C貞享 4) 10，奇麗陣屋が廃止される〔新記〕

1 689 C元社主 2) I・綿貫家の助力により徳林寺弘1観音菩薩

再造〔同寺文書〕

1690 (元訟 3) I・広瀬村入間川及び鵜木との水除反訴訟

〔田了誌〕

1694 (元枯 7) I 0新rJII越城主柳沢出羽守保明は家臣関根

権太夫貞刻1'(三宮新田の開発を命ずる

〔三宮開拓誌〕

1697(元紙 10) I・成円寺類焼古記録焼失〔八幡神社文書〕

-12 



ト 焔端 光 寺 末 寺 の 円 目 時 同 兼 時 し

のち光英寺と改称〔都誌〕

• JjX;円寺J長;志の大船主計丞第 1巻成る

11701C元松 14)

17G2(元検 15)

。川越城主秋元、高山伝衛門U亡命じ狭山1 ) i 1 704(定永

地方lモ柿を植えさせる〔埼玉史談〕

10針山l噴 火 脚降 灰

。)11越城主秋元喬知は臣岩田彦駁JVC命じ

堀兼の井を修主主し石柵をつくる〔式江

4 ) 

5 ) 

1707(宝氷

1708(宝氷

年表〕

。示、訴宣言正一位八時宮〔八幡神村文書〕

，この頃入間川、神楽 ・獅子舞 ・相談さ

かんなり 〔様島昭武氏記録 〕

2 ) 

3 ) 

1 71 1 (正{窓

1 71 2( iEf~ o~:J府は話国の右Ii名の誤り

(入商 ・入来な ど)を正

す

1 71 6(字保O享保の改革

o ;fifj仔はJt立 ・新座 ・人間

高j彪 ・埼玉 ・主革命Fの諸都

を御留場とすることを代

官U亡命ず

U)iI越南部K大火あり 、大工町に防火用

」
レ
「

4
4イの士

+名ム
μ姓百の

よ
オ
』

!2T 
富央下領

1T一式
a

E
弔

問
中

押
A

酎
同入

の火l象地をつくる〔県史 5) 

3 ) 1 71 8(事保

政を愁訴する〔角川版一校生手表〕

。新河岸K沿う各戸J岸の問屋株が川越緩

1729(享保 14)O キ'rf府は!::~東地方 lモ菜種の

積付を命じる

1 731 (享保 16 ) 

の保護のもとに公認される〔斉藤文書〕

4 ) 1739(天文

-大雨で未曽有の大洪水.入閣川も氾滋2 ) 1ア42( JJ~1!~ O背木昆|湯は武双 ・相模 ・

〔武江年去を〕遠江などの古文書ーを探訪

l-(ー主m

lこの頃初夜間基〔矧寺到

両
泊

中
本，，‘、

4

・・5
 

7
 

4

・.

する

1 ) 

門が仁総からf重s混合入手、1二「議栽培を

始める〔吉田家文脊〕

-13 



全県 ・全国的 事項| 西館 年 号 現狭山市域・入閣地区事項

o -;J府は農民が江戸へ奉公

僚に出る ことを禁止

。浅間山噴火、火凶灰のた

め長作物全滅

。立伎の改革

1753(宝 j毎

1758(宝f"j

1 759(宝省、

1ア60(宝民 10 ) 

1765(明寿日

1767(明秀口

1769(明和

1 775(安永

1 777(:;!i:永

1780C安永 10)

1783(天明

1789(立政

1790(立政

1792C立民

3 ) 

8 ) 内
ノあ額

〕

懸

J

d
市

部舛

札

文

子

棟

一家

制

〔

野

曽

築

宮

入

新

〔

の

等

修

り

堂

改

入

本

大

号

寺

井

年

林

曲

向

:徳

七

-14-

9 ) 

-綿貫夏右衛門滋貞、徳林寺本堂を造立

〔同寺棟札〕

2 ) -上州 ・武州の百姓、入間郡一帯の名主

宅を打ちこわし。 綿貫室長:(入閣J11 )、

柏原、広瀬等をおそうー伝馬騒動

〔町誌〕

4 ) -松平大和守、央富入間川に築堤〔新記 〕

6 ) -峯の東西寺掬山道-¥1日月寂す〔 新記〕

4 ) 0王子資源内は伊豆の炭山師山本文野石衡

門 とはかり秩父で木炭を焼く ことを幕

府 K出願する〔岩国家文書〕

O新河岸J11五河岸株仲間結成される

6 ) 

-菅原橋の供養塔建立〔 町託、〕

3 ) 

-こ の頃、大飢雄大水害のため育侮行の

馬は丸俵を運搬することを禁止〔奥富

村史稿 〕

1 ) 

2 ) 。生越道々様建立〔道標銘〕

4 ) O入間郡放二十Z領新堀村(坂戸田nで一段

が起る〔諸処刑調書〕



子(寛政 6) I I 0 桜町士出釈の旅 i~i; 忌の飯

盛女Vこ対する取締りを強

イヒ

0)11越穫は領内に布達Lて村々 K発事会を8 ) 1 796 (寛政

置かしめる(JlI越の滋政〕

0)11越設治町の名主中島孝昌は三芳野名

勝図会を著わす〔川越年表〕

1 ) 1 801 (享和

。八幡神社本殿再建〔町誌〕2 ) 1802 (苧和

。広福寺山門完成〔同寺文書〕2 ) 1 805 (文化

O初めて飯能村で絹織物の街道売買を行5 ) 1808(文化

う〔県蚕糸主義史〕

O斉藤鶴践、地誌「武蔵野話」を刊行1 81 5 (文化 12 i 

O 幕府は川越城主伝子大和守蔚#!-fて相模3 ) 1820 (51.:政

三浦沿岸防備を命ずる

-新編武蔵風土記稿人間郡の部ラ出文、各

村の軒数は次のとおり

入I討]川 39 6 

1 9 問中 ・沢

3 6 中新田

3 7 三ツ木

4 0 刀日佐志

3 0 iJ1n 三会三

円

118 上央富

2 2 G 下奥富

4 9 鴬大

7 柏原新田

2 4 4 原干自

127 井笹

3 3 岸根

1 3 0 

1 5 4 2草子

15-

5 0 

上広瀬

下広瀬

五十



! 0奥田姶打払令を出す

(ヰヒ入首 ・南入日 ・水野 ・堀金 ・上赤

坂は不明 )

ただし文政 5.t三の長田文書には、入間

川村 18 0 rf余で峯組、鵜の木組、内

手組、清水組、沢組、入間川上下組!宅

介れるとあり

7 ) i I・八三塁神社連立〔本叡様キし〕

I .清水浜臣、江戸にて没〔耕〕

8) I 0川越杉原町栄林寺より出火、 70 0余

戸焼失〔泉史 6) 

1827 (文政 10) I O}I酬主松平大和守触は溶校を開き

11824C文政

1825(文法

博総堂の綴を掲げる〔県史 6) 

Oとの頃、宮執すの村57感政、古川温恭

製茶法を改良し狭山茶の落鈴を築く

。高成都中山村より篠井観資堂へ入間川

波j拾に関しての許可頑を出寸〔中山村

記録〕

-続編武蔵風土記和本県分 11828(文政 11 ) 

なる、武蔵国人口 171万

7455人、県内総村数20

17ケ村、神社数 7380社

寺院数 3791寺

C減刑諸国の石融制i 11831(天保 2 ) 

筑;て至るまで調査する

(埼玉県分87万 2443石)

、J
M
O
 

始T
L
 

つよr白、手の
位一一リ

士
口k

H
 

'-1
4
 

双、刀焼包
じム日銀

。
1832(天保 3 ) 

られる〔飯能郷土史〕

1833(天候 4) I・成田不動尊詰成 (綿貫忠道)市村腕

立〔町誌〕

1834(天保 5) I 0縫主おかかえ絵師橋本家に雅邦誕生

〔川越年表〕

1839(天保 10) Iの荒川堤普請をめぐる負騒動起り農民川

泣城下lζ迫る()! I ~:3;番目記〕

p
b
 

噌

E
4



。糊農民がみだりに商業 11M(市古
等に従事することを禁じ

翌年、富士請などを禁止

O天保の改革

。恭J仔人返し令た出す

Oペリー来航

O日米和親条約調印

O 日米通商条約調印

1843 (天保 14 ) 

1 844 ( 5ムイヒ 1 ) 。)11，也漆「川越経日本外交」を儒臣保問

領南に命じ校訂させる〔川越年表〕

・入閣)11と広瀬との入会地をめぐる境争

い訴訟〔町誌

1846 (弘化 3)|o狭山茶の元祖古川献没す〔墓銘〕

・入間川地先見取場畑地を水田Kし赤間

1845 (弘化 2 ) 

1 847 ( 弘、イヒ 4 ) 

村

訟

町

中

訴

〔

回

入

り

届

出

あ

の

の

事

転

て

記

再

い

の

に

〕

つ

車

畑

書

に

水

め

文

畑

川

た

野

田

聞

の

大

開

赤

口

北

〔

新

た

不

り

筋

ま

水

あ

川

用

り

閤

り

〕

川

よ

入

あ

誌

O森府は忍、川越滋など に房総の欝倫を

命ずる c) 11越年表〕

1850 (嘉永 3 ) I 0 日光法裂に伴う鳩谷宿助創;御免除原提

出〔豊田文書〕

1 852 (嘉永 5 ) I・赤間川用水干ばつの届を地頭へ出すー

田中村、清7.kA丑、峯組〔大野文書〕

1 853 (嘉永 6)!一焼失〔ーむ2) 
1854(嘉永 7 ) 1 0 )11越港新河岸川筋問屋へ非常時の出仕

準備命じる〔遠藤文書〕

1 856 (安政 3 )・ 八幡神社別当成円寺 (修験 )蛾古来

より時の銭に使用される 〔同社文書〕

1857(安政 4)|町内〔…記2
1 858 (安政 5 ) 1 .任l畑の質入売買についての禁令〔査凶

文書〕

1860(安政 7 ) I 0三ケ島村の茶帥志村善次郎が英人への

茶充渡代金未払いVL関する訴訟を起す

〔県史6) 

ウ
d

可

i



0%，[1宮、将筆家茂と婚礼

O議英r1'立与 おこ る

O四国連合艦隊下関砲撃

。第二次長州征伐

。大政、奉還、王政復古の大

ム古川
口
問
J

一 狭 山 市 域 一 環 1 

V 婚姻妨害禁止廻状扇町屋の総代より あ |

る〔豊田文書〕

1861 (元延 2 i 10関東御取締役より酒造に断る取調べ

西暦年号

がある〔集団文書 〕

1 861 (文久 1 ) I・入間川より広粉へ場設置についての

司王λれ、広瀬、領主不承知〔町誌〕

・勤王の志士西川線造 (川越小イ山支出身

の医師、i匂年江戸で獄死〕清川八郎ら

広福寺山門において倒恭の空白議〔狭山

の文化財 1) 

1862(文久 2 ) 

1863(文久 3 ) 

1864(元治 1 ) 

1865(慶応 1) I・慈眼寺焼失〔小沢文書:) 

1866(慶応 2 ) I 0米価勝貴1による名采騒動(打ちこわし)

始まる、治資家で呈食〔平木文書〕

O川越領砂久保村外 14ケ村で農兵新設

に反対する強訴〔県史 6) 

1867(慶応 3 ) I 0関東の村 々にある御三家財場廃止〔御

i重留 44 ) 

・入間川村より官叩軍酌制1御御附封卸j

江川太良郎!目3左f衛弱門[に〈提出〔豊回文告書:) 

・綿貫家 19iJ年庖卸勘定書J(rc酒井雅楽

頭金 24万 5千両などあり〔町誌〕

4 ) 10振武議飯能戦争vq改れ為、 47"寺焼失

〔飯能郷土史〕

O 鳥羽伏見の戦 1868(慶応、

OJiタ条の御誓文 I 1868(明治 1) 1 0入聞の飛白織物業者;士山口村正主問屋に

て総貸率を約束する〔県史 7) 

ー政体告を制定一狭山市域は主に川越潜!

と武蔵県:とに分れる〔民談会史 1) 

2) I・成円寺と八附社分離についての議定

議〔問中上文書〕ー ト…
Q
U
 

呼

0
・品



d 

O平民vζ氏を称する ことを

許す

O廃語置県

O 身分解放令公布

O庄原 ・名主 ・年寄等廃止

し正副戸長を泣く

0(，手馬県高陶製糸工場必成

O本山外の無住持無壇家の

寺院廃止令

O太陽暦採用を布告

l馴蹴は国間生向停を校き l
産業奨励を行う〔巣史 7) 

18γO(明治 3 ) I 0兵部省布達の兵制に基き忍 ・!Ili陸 ・岩|

槻各滋は砲隊を編成〔民史 7) 

・天容寺、惣門を残して他はすべて焼失

〔町誌〕

0)!1越謡を廃止し現在の県域E訪日一帯犯

人間県を設置、泉ITを川越町VCI孟く

(現埼玉県j或は主は崎玉県と入間県に

分かれる)C県議会史 1) 

・寺社領は品川以となる〔村誌〕

・六斎市 (市場再開 )の議定書〔大野文

書〕

・尖富西方の山車できる〔付属物銘〕

1872(明治 5 ) I 0東京角力伊勢海一行200人飯能町主

、、JAゆ
E

'
A
口y

白

河づ
門口〆

〆
a
・、

a1

・
7
 

8
 

4
2

・

f援にて千両角力開催〔飯能郷土史〕

O入間呆は庁内に協議場を設け月 2回開

場する旨布達〔県議会史 1) 

O入間県各大区ごとに会所を設置〔県議

会史 1) 

O 地租改正 I 1 873 (明治 6 ) I。天与寺再建〔田了誌〕

・浦和に学政改正局 (のち ・入間川村 ・問中 ・沢の枝村を合併 〔村

の師範学校)が設けられ

る

O廃万令を定める

・熊谷県を)楽 し内武蔵 13 

誌〕

。群馬、入時間j燥を併せて熊谷燥を設置

県庁を熊谷宿lモ置く 、 また支庁を川越

K設置〔県議会史 1) 

Oこの頃入間泉町村数 10 1 9 C県議会

史 1) 

18ア4 (明治 7 ) I。広瀬神社泉社昇格 〔県史 7J 

・入問、入旬 、柄米、央富、柏原、笹井

広瀕学校開設される 〔町誌〕

1 875 (明治 s ) I 0入間郡扇町民.新座郡志木の茶業者の

1 876 (明治

狭山会社設立許可〔県史 7J 

o狭山会社米国ニューヨ ーク佐藤商j苫と

緑茶 1000斤輸出を協約〔県商工略史〕
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現狭山市域・入問地区事項号年麿西全県 ・全国的事項

。入if.ij君js広瀬村の清水宗徳、以下最初の

製糸工場 I~湯業社」を信号設 L 県史 7 J 

.HEを埼玉県に併合、ほぽ

現在の}~~i.戎定まる

-この年の人口!I :i~~sヨミ込下ノJ、学校基iz G 4 7 

2 3 6 7ノ¥入間川村校、生徒数 56483人

179 0ノ¥入問地区。 一村一戸長制度始まる

2 4 7 8ノ入、堀兼地区

1 9 3 ;) ノヘ央富地区

1 4 7 0人柏原地区

2 25 2人水富地区

1 2 2 9 2人 Cj;奇史〕1

↑，
 

ニ=口

。演劇場建設蹟を小沢吉之助氏提出〔小

品
一一百文沢

1877 (明治 10 ) O西南戦争始まる

O入間高麗郡役所;i I越に設置〔町誌〕1879(明治 12 ) 。最初の県会議員選挙を各

。川越町tて国立第九五銀行支15開業〔県

商工略史〕

都役所所轄単位に施行す

る

O私立川越銀行の設立許可〔忠商ご臼各史〕。県下各郵便局で貯金事務

n日ヵム
!.-"n 'l-~-l 

2 5年振り〔小沢文書〕。慈眼寺再2話、

1 880(明治 13)O片岡健吉、河野広中等国

会開設願望書を太政官に

提出

1 881 (明治 14)O 自由党結成、総裁板垣返

助

。不動|苅・川越 ・秩父 ・大

宮 ・羽生 ・忍 ・熊谷に町

村主l~古学校嗣設

O扇町屋、所沢間十て委s使新線を設ける

〔県史 7J 

1882 (明治 15)。福島事件

I 0岩倉具視、民間政治運動

| の激化を恐れ府県会の中 。入間川委主便局の存在を証明する文書あ

り〔ばf芯~ J 

20-
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。高崎線上野-f.!~tì:間竣工 11883(明治 16) ・地理局依沼「入間川村惜」似〔町

誌〕

0近衛師団大演習で天皇、所沢 ・飯能へ

行幸、天覧山の名おこる〔飯能郷土史〕

-秩父下吉岡村で凶代栄助 1884 (明治 17) 一一一校開設(町

ら困民党会合する(以後 誌〕

秩父事件 ) - 川越の絹斜子、 広~村業者の品質改良

O 自由党解党 で海外にまで「広淑七子」 の名で知ら

れる〔県史 7) 

-慈服寺、河原から現在の地に移転(i町

誌、〕

-戸長選任は官選となり 連合戸長制が数

かれる一入間川連合 ・北人目連合 ・下

赤坂連合 ・根岸連合など〔県史 7) 

。東北線大宮一宇都宮間関 1885 (明治 18) O小仙波村の高林謙=、諸種茶業機械を

通 発明()/ I越年表〕

O 内閣信Ij度創立、初代総理

に伊藤i専文

O秩父事件関係者V'Li浦和章

罪裁判所の判決下る

11 8朗…8- 埼玉自由倶楽部結J.;~

埼玉県令K進達〔県蚕糸議史〕

O束京電灯会社東京市内の

配電そ!長j始 を設け茶質の統一を百十り、芥;菜伝習jヲf

を各地K設立〔泉史 7) 

0枢密院設置 11 888 (明治 21 ) ・赤間川水車同業組合規約成る〔小沢文

書〕

O私立川越英和学校創立()/ I越年表〕

O大日本帝国7苦法発布 1889(明治 22) -町村制施行に伴い入間川村、柏原村、

O 市制、町村制施行 奥富村 (上奥富 ・下央富・柏原新聞〕 、

-この i長、 原下閥系医 66 入間村 (北人間・ 商人曽 ・水野)、 7.K

5名で内漠位、医 53 0名 富村 (上広瀬 ・下広瀬 ・根岸 ・笹井 )

。秋父銘イI1Jさかんとなる 堀ヨ!t村(堀兼 ・青柳 ・力日佐志 ・三ツ木

上赤坂 ・中新田)が誕生し、従来の村

名は大字となる〔県議会史 2) 
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現狭山市域・入問地区事項

O即 11材木商組合発足〔飯能郷土史〕

。)11越馬車会社小沢市郎兵衛に謝度され

る〔小沢文書〕

-集中豪雨で入間川氾滋、各地で被害

i一一一一一一一一一一一一一「一一 一 一 一一一

I .第 1回衆議院議員総選挙、

| 本県選出議員の党派別数

号年f冨西全 県 ・全 国的事 項

1890 (明治 23 ) 

は自由党 4、改:進党己、

〔埼史〕大成会 1、無所属 1

-清水宗徳、衆院議員に当選〔宗俗、伝〕O教育勅語発布

-入間川村、町制を施行〔台併史〕

-水富村住人 10余人、北海道へ毛主住し

空知J昔日奈井江村に一部落を開拓す〔宗

1 891 (明治 24 ) 

徳伝〕

-入間村出身の国学者問口保明 (焔係己1 892 (明治 25 ) 。小学校令発布により尋常

一門弟)i受〔崎史〕j、学校発足

。乙の頃より織物lてハァタ

ン機が利用され能率を増

したが、粗製溢造の原因

となる

O所沢銀行創立1893 (明治 26 ) 

。との頃入間郡に自由党下部組織惟ー似

楽部誠宣会あり〔県政党史〕

O 狭W1終局j組合組i哉される〔県史 7) 

-入間川二子ノ神の大火、約 100戸全焼

〔町誌〕

o )!I越米穀取引所開設免許となる〔県商1 894 (明治 27 ) 10B清戦争おこる

工裕史〕

。西武鉄道川越線国分寺一川越間嗣通、

所沢 ・入曽 ・入間JII・}I憾の各駅闘設

1895 (明治 28 ) O 日清講和条約調印

〔県史 7) 

0三国干渉

• 7}C宮尋常小学校新校舎落成〔同校沿革

• 7}C富村の谷貞之進「蚕業専門公業館」

を設立し養蚕伝習を行なう〔県蚕糸業

つ】?“ 

史〕



!叉〕

10大宮ーjll酬に乗合馬車開通〔大宮市

史 〕

・者Ilj発信法施行により従来 11 896 (明治 29)1・出水により荒川1.入間川 ・越辺]11・高

の却を統廃合し 9郡 とす 鹿川流域被害甚大〔県該会史 2J 

る 1 • )築会は豊岡 ・入f雪道新開補助を可決

-東武法道伊勢崎線開通

O条約改正

Oyjlj国義和団鎮圧のため陸

軍を派兵

O 八幡製鉄所操業開始

O 臼英同盟調印

。川越火力発電所から送電

されて大宮町K電灯がつ

く

・政府の府県統廃合計扇、

本県の東京合併に反対し

埼玉廃県反対同盟会を結

成、全県運動とする

O 日露戦争おこる

〔県議会史2) 

O第 1回部会議員選挙おこなわれる

1 897 (明治 30) 10南大塚駅開設〔県史 7) 

1898(明治 31 ) 1 0第三尋常中学校 (現川越高校〕設置さ

| れる〔県報 〕

O武蔵銀行が飯能町に設立される 〔県史

7 ) 

1

0所沢の白井要助は共立英和学舎 (現所

沢高校〕を設立、県下初の商業教育を

行う

1899 (明治 32 ) I・組合立人間川高等小学校開校〔 町誌〕

1900 (明治 33 ) I 0入間郡下農民 10 0 0名、荒川対岸堤

| 防取崩請願のため県庁へ抑しかけ解散

! を命ぜられる〔泉労働史〕

|入間一叫飯能問中武馬

車鉄道入間川-Tr悔問あい次で遂行を

| 開始〔県史 7J 

1 901 (明治 34 ) I・入間川高等小学校校舎落成〔町誌〕

10飯能町に飯能銀行設立〔県史 7J 

1902 (明治 35 ) 10県重要物産陳列館をj11越lて設立〔感商

| 工略史〕

1903 (明治 36) 1・JI!越・入間川など県下 13駅に取締巡

査を配i泣〔県史 7J 

|・概尋常高等イヰ校校舎新築〔ほり〕

1 904 (明治 37 ) I 0川越町電話所開設〔版 7) 
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現狭山市域・入問地区事項

任:島菊次郎没〔田島

寺山門 ・所沢本町山車等の作品あり

11 905 (明治 38 ) 持才
h
J
A」布y

y
 

時
十
一

化
川

一

7
7

一

土

内

一

面

一1
1
1
1
11「
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
o

-白鳥屋坂創設者、

文書〕

・彫刻師平田了作没、入即日i子説 ・慈限

口
下古年暦百全県 ・全国的事項

和 ・)I ~世 ・ 秩父 ・ 熊谷等

、、J

A
刈
dq

u
 

v目
的
一刻/

ι

、
6
 

0
 

9
 

4
g-

に予防一事務所を設置

loポ-;/マス条約調印

0)11)さ電気鉄道川越一大宮間開通〔県史

7 ) 

0)11越染色学校(B~川越工美高校)を設!

ittt (川越年表〕

1 9 07 (明治 -l0 ) 。小学校令改正され尋常小

学校;義務教育 6ケ与とし

高等小学校 2ク年と寸

。)11越の埼玉和協会は付属手当主として点

午機を購入し盲人教育を始める C)ii越

1908(明治 <11 ) 

年表〕

1909C明治 42 ) 

史 7) 

。川越町で関東茶芸品:者大会開催 CJ'f，商工

硲史〕

O所沢町総物品評会開催〔県高工略史〕1 91 O(明治 43 ) 。大7主事件、幸徳秋7J¥逮拍

u JfTtt["主併合 -この年の人口

6 1 1 3人入間川町

2 5 9 7人入間村

3 6 8 5人堀兼村

2 8 37人尖富村

2 1 9 2ノ¥柏原村

3 :J 1 4 ノヘ水宮村

〔士奇史〕

O所沢に陸軍気球研究会所沢飛行試験場

20 7 38人

創設〔県史 7J 

-24-
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O鈴木文治ら友愛会創立

O ドイツlて宣耽布告、第 1

次世界大戦参戦

-川越自動車合資会社、)11

越一所沢 一回無一 日本橋

問の乗合パス遂行諒可

O シベ リア出兵宣言

O米騒動勃発

1 0スペイン風邪(イ ンフノレ

エンザ )大流行、死者会

i 91 1 (明治<14 ) 

1 91 2 (大正 1 ) 

1、913 (大正 2 ) 

j 1 91 4 (大正 3 ) 

1 91 5 (大正 4 ) 

1 916 (大正

1 91 7 (大正 6 ) 

7 ) 

25一

[……jJ 11 硝 l!i8

各地で被害でる (樹東大洪水、県下死

者 324名 )Cほり 〕

-堀兼に養蚕組合できる〔ほり〕

O 黒須久保田坂よ り引水条約決る〔小沢

文書 1

|ドいO叫 叩J川川|川|

l る C)μ川iパi越年表〕

!o陸軍特別大闘が)!b帥 方で行われ天|

i 皇行幸 〔版 7) 

O川越渡辺銀行設立される

-夏の象雨で入間川 ・荒)11.者自殺川筋氾

滋〔県議会史 3J 

OJ来上鉄道 (現東武東上線 )池袋一J11越

rJJ開通、)llfi;rg・鶴主制;、など開設〔県史 i 

7 ) 

l。入間川尋常高等小学校開校 〔時 J I 
I .入悶川町役場新抑築、約 14 2 mぷ山2叱2C IIIげ困町鴨T球誌

O武蔵野鉄送 (現西武鉄退)池袋一飯能 |

同開通、商所沢 ・狭山ク丘 ・:盛岡 ・仏

子 ・飯能の各駅開設〔県史 7) 

-堀米村で耕地整理事業K着手 〔ほり 〕

o所沢実科高等女学校 (現所沢高校 )開

校

O東上線、逗釣叫ク判矧!関羽 坂問目版設〔煤肌附史町7〕4i 
-鵜の木で製氷業開始される〔田T誌〕

・入間馬車鉄道 ・中武馬車鉄道廃止され

る〔町言昔、〕

0武蔵野線黒須駅開設〔県史 7J 

I 0武蔵野線元力酬開設〔紋 7J 

一」



現狭山市域・入館地区事項

1 0 所沢飛行試験場を陸~lji航空学校と改称

号年暦西

-米f主主)を桜桧に財団法人

全県・全国的 事 項

国で 15万人

8 ) 1 91 9(大正

〔県史 7) 埼玉共済会が設立され、

4 有限責任入間川町信用購買販売組合設

立〔 由了誌〕

O川越一越生道犯人間}I!!f[見橋竣工〔県

!叉 7) 

O泉立川越蚕業学校 (現川越農高 )を設9 ) 1920(大正

法〔来報 〕

。組合立豊伺農業学校 (現豊岡高校 )創

立

iコ13 万 95 3 3人

O}l ，越でW， 5回全国製茶品評会開かれる結成される

C J辰商工略史 〕

。第 1回メ ーデー聞かれる

史県γ
J
 

-ロ認行運スム口乗t
3
 

U
『
』
e

菜名じ

ι
飯

。
7 ) 

1 921 (大正 10)o 'fiiliilJ完止となる

-入jiif村立入間国菩館設立される

-所沢警察署警部補派出所が現市役所の

位置に設置〔町誌〕

O組合立飯能実科高等女学校(現飯能高1922(大正 11)O全国水平社創立大会

校 )開校01ヨ:本食民組合結成

O川越武州紡績で賃下げ反対争議〔県労

働史〕

O 日本労働組合総述合結成

10 JiI越市制施行、人口 2万 6千人〔県史

i1923(大正12)!o賭 砂 利 跡 事 務 所を設け、荒川入

7 ) 

。秩父セ メン卜誌と立

r1色川より 採取〔県史 7) 。iotj京大震災、県下住宅金

潰 -17 1 3戸、死者 217

人、況言ひ語のため:本・庄 ・

熊.fi:o 寄居などで朝鮮人

-26 
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• lr1l和町に県立国芸館創立

-本年苦悩Z県下小作争議 4.

8件、関係地主 838人

小作人 37 9 6人

・』主体育協会設立

O治安維持法公布

O普通選挙法成立

O東京放送局本放送開始

・農民自治会埼玉県連合会

結成

O金融恐流勃発

o 3・15事件

11 924 (大正13 ) iO川越会館で日本袋民組合住民同盟の演

説会〔県労働史〕

1925C大正 14 ) 10来上締居まで組iC版 7) 

1926 C大正 15 ) |・詰哨自動車川越引間ドスを

遂行〔ほり〕

I 0 JII越商業学校 (現市川越商高 )設立認

|可
O武蔵野線、武減藤沢駅長j設〔県史 7) 

o川越医師会、県下初の産院設置〔県史

7 ) 

O 西武鉄道~乗合パス )1 1越一大宮fHl など

遂行認可〔県史 7) 

1927C酬 2) ilo仏子村に平イ山レース KK工場設立〔県

i史 7) 

1

0凶武鉄道高回馬糊場一東村山同闘

!o金融恐慌のため渡辺銀行等休業

1928C昭和 3 ) 10豊岡町HC巣立茶業研究所設置 u誤報〕

・集中豪雨で入間川氾濫、各地に闘東大

洪水以来の被害〔県議会史 4) 
‘ト

。越生-坂戸聞の越生鉄道設立〔 県史 7) 

1929C昭和 4 ) 10武蔵野鉄道村山貯水池線開通、また叙

1930C昭和 5 ) 

一27-

能吾野間開通〔県史 7) 

・入間川町に農事試験場入間川園芸部を

設置〔果報〕

0)11越でよ宗主催国産品輸入品対比展覧会

を聞く〔県商工略史〕

[0川越の訓盲学院、時玉盲学校 と改称す

|る



一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「一一一一一一一一一一一一一一一一一「一一ー一一

iu竺!?!西暦ー 籾 山市域一

i-M民組合埼玉泳連合 i1931(昭和 6 ) I 0武蔵野線天覧山氏八高尚子茶飯

(会結成 能両抑制 7) 

。満州事変 。新河岸川舟速に通給停止の県令出る

()I地主年表 〕|・西地玉地震、県沼北部に

! 被答

io県会で壮丁悩の線、

! 木県の体位は全国下から

i 二番目 と報告

[。一国
o 5・15事件

1 932  (昭和 7 )1 0*上線鶴ケ島訳尚設〔 県史 7) 

O飯能絹織物工業組合、飯能町上水道で

i M 大ーイ倒 きる〔 飯能町 〕

0国際 印 税 逮 1933(昭和 8 ) I・武蔵野線稲街山公園糊設(県史 7) 

o 八高線全通

oi!1泊三学校令公布

o 2・ 2 6 -~~î-ff 

。日独防共協定調印

O 白書主事変

o B 5:ヰ~~昇防共協定調印

O東京オリンピック中

と決定

O八高線品緒川 ・毛呂 ・越生各駅開設

〔泉史 7) 

I 0 JII越樹勿工業組合成立〔県史 7) 

1934(昭和 9 ) 1 0山口貯水池完成

O入間川筋の砂利採取反対で川越辺の農

民 100名県庁へ請願デモ

O東上線入間川水泳場駅開設〔県支 7) 

・堀兼信用組合不振深刻化〔ほり〕

1935(昭和 10 ) I・八幡利回子舞欄〔野坂氏稿 〕

・狭山湖完成

1936(昭和 11 ) I 0福岡村の東京陸軍造時iII越工場起工

式〔福岡村史〕

1937(昭和 12 ) I 0泉、各工業試臓を指導所と改称(J 11 

趣エ芸 ・仏二子染械など )(県報 〕

・入段電報電話取扱所開設 (加入篭話人

間 ・堀兼地区で 12件)(ほ り〕

O所沢陸軍飛行学校、陸軍士官学校航空

科と改められる

1938(昭和 13 ) 1 ・陸軍航空士宮学校 (現入間基地 )開設
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1939(ん |

1940(問 115 ) i 0国鉄川越線大宮一川組問開通

1

0耕地整理行なわれる

1 941 (昭和16 )・ 赤間川改良工事に着手(1 8年完成〕

!・暴風間のため荒川|・入間川 ・利根川の

(。一一〕
10西武鉄道川越一大宮町 l日)11踊気鉄

1942(昭和 17 ) 10人造湖の宮沢淑完成

1943 (昭和 18 )い八l係神社大修恕〔同社文書〕

1・2町 7ケ村合併 (入附川町豊岡町 -

i町一一産市〕

。入間川町銃後奉公会の笑践として保育

O国家総動員法公布

。笹井ダム九5見。ノモンハン事件勃発

O国民徴用令

O大政翼賛会発会

O 日独伊三国箪事同盟成立

るでム

百

戸

付

荷

行

施

出

施

令

制

制

校

強

市

学

毅

宮

民

米

大

国

0

・
。

O太平洋戦争勃発

堤防#'.:l資〔崎史〕

道 )を廃止

O米軍機東京初空襲

O国策の徹底を図るため県

会の権阪を縮少

人間 ・場兼 ・央富 ・柏原 ・7.1<富 ・藤沢-県師範学校は専門学校と

東金子の各村 )内定し入l沼市と新市名なり国立移管となる

-一県一行に即し諸銀行を

所 ・授産所を設ける〔町誌〕

O 高麗持社県社昇格〔県報〕

1 944 (昭和 19 ) 10所沢町に健民修練所を設置〔県報〕

10 JII越K保健所設置〔県報〕

統合、埼玉銀行創立

-埼玉新聞社創立、一県一

O学徒出陣

紙と して発行

o B 2 9東京税1空襲

o B 2 9県下西南部に時限爆弾を投下1945(昭和 20 ) O広島 ・長崎に原爆投下

〔福岡村史〕Oポツダム宣言を受諾、燕

主義、笹井で 13人死亡(県警謂〕

1
0鶴ク島村に県立農民道場を設置〔県報〕

卜陸軍航空士官学校は接収されジ ョンソ

1946川口 1) ・菅原 4丁目 (服士見) 上広瀬に引

上げ者など入殖

• B 2 9入間)11・稲荷山・笹井などを空

ン基地と命名
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現狭山市域 ・入問地区事項

O八百話線飯能付近で列車転媛、死者 17 

5名

号年暦西

O Jll京て、食極メ ーデー

O 日本国憲法公布

。 県下各i町村 ~'(;@d'也委員会

を設置、農地改革実施

o 2・1ゼネス ト中止命令 1947 (昭7f日 22 ) 

-キャスリン台風のため各地で被害

・不老川 ・新河津川普通水利組合結成

O教育基本法施行で 6・3

制男女共学発足、各町村

Ircノj、.中学校i安骨子

-入間川町公民館設立、その後各!日村ご。公選第 1回知事選 ・市町

とにできる 〔町誌〕

-水富婦人会 ・人間小 PTA発会、あと

次々と誕生

村選挙並びK第 1回参院

逆行われる

I 0地方自他公布

。造業協同組合法公布

-県立川越高校入間川分校闘校 〔町誌〕1948(昭和 23)O 自治体欝察発足

-養蚕組合 ・酪差是組合 ・茶業協会発fi:.O教育委員会法公布

〔ほり〕-埼玉県j'f全焼

-アイオン台風、各地で被害

-上赤坂原地区開拓同始1949(昭和 24) Ofi.:Jf-;;冷渋Uて基く初の衆院後;

-入間川町立保育所、幼稚園として新発)J~ 挙実施

，足 〔町誌〕

-キテ ィ台風、入間川等の河川氾濫し各

地で被害

-ハイドパークでき る、B
J

P
U
 

ヮ“n
H
H
 

t

芹沼0
 

5
 

9
 

4
2
 

-埼玉師範学校 ・浦和高等

三三校を廃 し埼玉大学創立

0松川事件

，-， ~県!訴以争勃発

-この年の人口、入間川町 11 S 6 3人

入間村 40 0 1人、招兼村 4239人

奥:宮村 309 6人、 柏原村 3280人

水宮村 40 02人、計 30 5 8 3人

O 日本労働jfh'合総評議会結

〔埼史〕

0所沢市でユネスコ子供i専覧会開催1 951 (昭和 2G ) 

I 0シャウプ勧告だされる

o文化対保議法公布

ioj訴さみ庄の結果、県人口

日¥;
，'-'""，，， 

2 1 4万 64 4 5人
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-，一一
! 0民iH1ラジオ放送凶始

一一一一一一一一寸

I 0サンフランシスコ講和条

約 ・日米安保条約調印

01血のメーデ一事件 ¥1 952 (昭和 27 ) I 0金子向山 9腕
O各市町村教育委員会発足

ONHKテレピ本放送開始

I Q 入間川駅一盛岡駅間代西武パス開通

11953(昭和 28 ) I ジョンソン基地人員整理発表

1 954 (昭和 29 ) I・入間川町立図書館開設〔町誌〕

-新富士見橋起工〔町誌〕

- 入間川町と入間 ・ 郷栄 . !~富 ・ 柏原 ・

し 7.k富の各村合併し狭山市誕生〔町誌〕

註1 年表項目中のクロマ Jレ(・)は、全県 ・全国的引Z足掛1では県内の事項を、 現狭山市域 ・入

問地区事項欄では干tJ内の事項を、とく K示すためKつけてあり ます。シ ロヌキマ Jレ(0 )は、

一般的に全国的事項や入同地区の事項をさします。

2 年表現包末の c)内は、出典を示すものです。ただし 、頻出するものは略号を使っていま

す。各l略号の正式出典名称は次の泊りでーす。

紀→日本書紀 続紀一時2日本紀 郡誌→入附杭誌 町誌→入11品川町誌

県史→埼玉県史 ほり→郷土誌ほりかね 新記→新編武蔵風土記稿

埼史→埼玉史料辞典 村誌→入間川村誌

3 著名な事項であっても、史料的K不明確なものは掲載してありません。

4 各年ごとの事項記列は、基本的iては月Ji民ですが、なかには不明確なものもあります。
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